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次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1．これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。表
ひょう

紙
し

とも 12 枚
まい

47 問
もん

題
だい

あります。

2．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）には間
ま

違
ちが

いのないように，試
し

験
けん

地
ち

，氏
し

名
めい

，受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

すると

ともに受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

3．問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No.29 までの 2 9 問
もん

題
だい

は選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

です。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No.18 までの 1 8 問
もん

題
だい

のうちから 1 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.19〜No.29 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.30〜No.47 までの 1 8 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

以
い

上
じょう

の結
けっ

果
か

，全
ぜん

部
ぶ

で 40 問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

することになります。

4．それぞれの選
せん

択
たく

指
し

定
てい

数
すう

を超
こ

えて解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は，減
げん

点
てん

となります。

5．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは，問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

6．解
かい

答
とう

は別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）にHBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで記
き

入
にゅう

してください。

（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

問題番号 解答記入欄

No. , 1 2 3 4

No. - 1 2 3 4




No. 10 1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は となっていますから，

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。

解
かい

答
とう

のぬりつぶし方
かた

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

例
れい

（ぬりつぶし方
かた

）を参
さん

照
しょう

してください。

なお，正
せい

解
かい

は�問
もん

について一
ひと

つしかないので，二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶすと正
せい

解
かい

となりません。

7．解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は，プラスチック消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

消
け

し方
かた

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な場
ば

合
あい

は，二
ふた

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

したこととなり正
せい

解
かい

となりません。

8．この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は，計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

ただし，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しないでください。

9．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）を必
かなら

ず試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

後
ご

，退
たい

室
しつ

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）は，いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りはできません。

10．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は，試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（ 1 2 時
じ

4 0 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

のうち，希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

した場
ば

合
あい

は，持
も

ち帰
かえ

りはできません。

2
薬
やく

注
ちゅう

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

� 級
きゅう

土
ど

木
ぼく

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.1〜 No.18 までの 1 8 問
もん

題
だい

のうちから 1 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 1】 軟
なん

弱
じゃく

地
じ

盤
ばん

対
たい

策
さく

工
こう

法
ほう

のなかで，地
じ

盤
ばん

の液
えき

状
じょう

化
か

強
きょう

度
ど

を増
ぞう

加
か

させる工
こう

法
ほう

として，次
つぎ

のうち

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ サンドコンパクションパイル工
こう

法
ほう

⑵ バイブロフローテーション工
こう

法
ほう

⑶ グラベルドレーン工
こう

法
ほう

⑷ シート・敷
しき

網
あみ

工
こう

法
ほう

【No. 2】 含
がん

水
すい

比
ひ

の大
だい

小
しょう

によって変
へん

化
か

する土
つち

のコンシステンシーに関
かん

係
けい

する収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

，塑
そ

性
せい

限
げん

界
かい

及
およ

び液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

の大
だい

小
しょう

関
かん

係
けい

として，次
つぎ

のうち適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

＞ 塑
そ

性
せい

限
げん

界
かい

＞ 収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

⑵ 液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

＞ 収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

＞ 塑
そ

性
せい

限
げん

界
かい

⑶ 塑
そ

性
せい

限
げん

界
かい

＞ 収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

＞ 液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

⑷ 塑
そ

性
せい

限
げん

界
かい

＞ 液
えき

性
せい

限
げん

界
かい

＞ 収
しゅう

縮
しゅく

限
げん

界
かい

【No. 3】 標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

（JIS A 1219）の N値
ち

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

の に入
はい

る数
すう

値
ち

として，次
つぎ

のうち適
てき

当
とう

なものはどれか。

N値
ち

は，63.5 kgのハンマーを 760 mmの高
たか

さからアンビルに落
らっ

下
か

させて，SPTサンプ

ラーを打
う

ち込
こ

み，SPTサンプラーを mm打
う

ち込
こ

むのに必
ひつ

要
よう

な打
だ

撃
げき

回
かい

数
すう

である。

⑴ 200

⑵ 300

⑶ 400

⑷ 600

― 1 ―
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【No. 4】 土
つち

の透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

に影
えい

響
きょう

する因
いん

子
し

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 土
ど

粒
りゅう

子
し

径
けい

が小
ちい

さくなるほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は小
ちい

さくなる。

⑵ 土
ど

粒
りゅう

子
し

間
かん

の間
かん

隙
げき

が小
ちい

さいほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は大
おお

きくなる。

⑶ 土
つち

の飽
ほう

和
わ

度
ど

が大
おお

きくなるほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は大
おお

きくなる。

⑷ 浸
しん

透
とう

水
すい

の温
おん

度
ど

が低
ひく

いほど，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は小
ちい

さくなる。

【No. 5】 軟
なん

弱
じゃく

地
じ

盤
ばん

対
たい

策
さく

工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 高
こう

圧
あつ

噴
ふん

射
しゃ

攪
かく

拌
はん

工
こう

法
ほう

は，ロッド先
せん

端
たん

に取
と

り付
つ

けられた特
とく

殊
しゅ

なノズルから高
こう

圧
あつ

で噴
ふん

射
しゃ

される固
こ

化
か

材
ざい

等
など

で地
じ

盤
ばん

を切
せっ

削
さく

し，切
せっ

削
さく

された軟
なん

弱
じゃく

土
ど

と固
こ

化
か

材
ざい

とを原
げん

位
い

置
ち

で混
こん

合
ごう

し，改
かい

良
りょう

する工
こう

法
ほう

である。

⑵ 深
しん

層
そう

混
こん

合
ごう

処
しょ

理
り

工
こう

法
ほう

は，原
げん

位
い

置
ち

の軟
なん

弱
じゃく

土
ど

と固
こ

化
か

材
ざい

を強
きょう

制
せい

的
てき

に攪
かく

拌
はん

混
こん

合
ごう

することにより，地
ち

中
ちゅう

に

強
きょう

固
こ

な柱
ちゅう

体
たい

状
じょう

等
など

の安
あん

定
てい

処
しょ

理
り

土
ど

を形
けい

成
せい

する工
こう

法
ほう

である。

⑶ 表
ひょう

層
そう

混
こん

合
ごう

処
しょ

理
り

工
こう

法
ほう

は，表
ひょう

層
そう

部
ぶ

分
ぶん

の砂
さ

質
しつ

土
ど

や砂
さ

礫
れき

土
ど

とセメントや石
せっ

灰
かい

等
など

の固
こ

化
か

材
ざい

と攪
かく

拌
はん

混
こん

合
ごう

す

ることにより改
かい

良
りょう

し，地
じ

盤
ばん

の安
あん

定
てい

等
など

を図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

⑷ 石
せっ

灰
かい

パイル工
こう

法
ほう

は，軟
なん

弱
じゃく

地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

に生
き

石
せっ

灰
かい

が主
しゅ

成
せい

分
ぶん

である粉
ふん

粒
りゅう

状
じょう

の改
かい

良
りょう

材
ざい

をパイル状
じょう

に圧
あつ

入
にゅう

造
ぞう

成
せい

し，生
き

石
せっ

灰
かい

の優
すぐ

れた吸
きゅう

水
すい

及
およ

び膨
ぼう

張
ちょう

作
さ

用
よう

を利
り

用
よう

する工
こう

法
ほう

である。

【No. 6】 地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

が採
さい

用
よう

される地
ち

質
しつ

は，シルト質
しつ

砂
すな

から砂
さ

礫
れき

層
そう

に至
いた

る透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

がほぼ 10挨3〜

10挨6 m/sの範
はん

囲
い

である。

⑵ ウェルポイント工
こう

法
ほう

は，強
きょう

力
りょく

な真
しん

空
くう

ポンプを併
へい

用
よう

し，地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

の水
みず

を強
きょう

制
せい

的
てき

に吸
きゅう

引
いん

して揚
よう

水
すい

する工
こう

法
ほう

であり，真
しん

空
くう

を利
り

用
よう

して排
はい

水
すい

するため，揚
よう

水
すい

可
か

能
のう

な深
ふか

さは実
じつ

用
よう

上
じょう

<m程
てい

度
ど

である。

⑶ ディープウェル工
こう

法
ほう

は，井
い

戸
ど

を掘
くっ

削
さく

底
てい

面
めん

以
い

下
か

まで掘
ほ

り下
さ

げ，重
じゅう

力
りょく

によって地
ち

下
か

水
すい

を集
しゅう

水
すい

して

ポンプで揚
よう

水
すい

するため，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

が大
おお

きくなると重
じゅう

力
りょく

の作
さ

用
よう

のみでは地
ち

下
か

水
すい

の集
しゅう

水
すい

が困
こん

難
なん

となる。

⑷ 地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

を採
さい

用
よう

する場
ば

合
あい

は，対
たい

象
しょう

とする砂
さ

層
そう

中
ちゅう

に連
れん

続
ぞく

した不
ふ

透
とう

水
すい

層
そう

の存
そん

在
ざい

があると

目
もく

的
てき

とする水
すい

位
い

低
てい

下
か

の効
こう

果
か

が得
え

られないこともある。

― 2 ―
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【No. 7】 シールド工
こう

法
ほう

において発
はっ

進
しん

部
ぶ

の地
じ

山
やま

の安
あん

定
てい

を図
はか

る対
たい

策
さく

の補
ほ

助
じょ

工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の

うち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 仮
かり

壁
かべ

切
せっ

削
さく

工
こう

法
ほう

は，仮
かり

壁
かべ

を設
せっ

置
ち

しシールドで直
ちょく

接
せつ

切
せっ

削
さく

し，発
はっ

進
しん

する工
こう

法
ほう

で，発
はっ

進
しん

又
また

は到
とう

達
たつ

のた

めの薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

等
など

の補
ほ

助
じょ

工
こう

法
ほう

を最
さい

小
しょう

限
げん

にすることができる。

⑵ 高
こう

圧
あつ

噴
ふん

射
しゃ

攪
かく

拌
はん

工
こう

法
ほう

は，地
ち

下
か

水
すい

の流
なが

れが遅
おそ

い地
ち

層
そう

では，改
かい

良
りょう

体
たい

が固
こ

化
か

する前
まえ

に硬
こう

化
か

材
ざい

が地
ち

下
か

水
すい

とともに流
りゅう

出
しゅつ

し，強
きょう

度
ど

が確
かく

保
ほ

されない場
ば

合
あい

があるので注
ちゅう

意
い

しなければならない。

⑶ 凍
とう

結
けつ

工
こう

法
ほう

は，凍
とう

結
けつ

時
じ

には地
じ

盤
ばん

の凍
とう

上
じょう

や凍
とう

結
けつ

膨
ぼう

張
ちょう

圧
あつ

の作
さ

用
よう

，解
かい

凍
とう

時
じ

には地
じ

盤
ばん

の沈
ちん

下
か

及
およ

び収
しゅう

縮
しゅく

に注
ちゅう

意
い

しなければならない。

⑷ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

は，注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

に圧
あつ

入
にゅう

することにより，土
ど

粒
りゅう

子
し

の間
かん

隙
げき

や地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

の割
わ

れ

目
め

を充
じゅう

塡
てん

し，地
じ

盤
ばん

の止
し

水
すい

性
せい

の増
ぞう

加
か

や強
きょう

度
ど

増
ぞう

加
か

を期
き

待
たい

するものである。

【No. 8】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

に必
ひつ

要
よう

とされる条
じょう

件
けん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

で固
こ

化
か

したものは，一
いっ

定
てい

の必
ひつ

要
よう

な期
き

間
かん

の間
あいだ

は安
あん

定
てい

していること。

⑵ 使
し

用
よう

する材
ざい

料
りょう

のみならず，混
こん

合
ごう

したものや固
こ

化
か

したものは高
たか

い安
あん

全
ぜん

性
せい

を確
かく

保
ほ

できること。

⑶ 主
しゅ

材
ざい

の水
みず

ガラスを固
かた

める硬
こう

化
か

材
ざい

の種
しゅ

類
るい

や使
し

用
よう

量
りょう

を変
へん

化
か

させても，硬
こう

化
か

時
じ

間
かん

が変
へん

化
か

しないこと。

⑷ 何
ど

処
こ

でも容
よう

易
い

に入
にゅう

手
しゅ

が可
か

能
のう

で，取
と

り扱
あつか

いが簡
かん

単
たん

なこと。

【No. 9】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

の算
さん

定
てい

に用
もち

いる標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のう

ち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナー工
こう

法
ほう

における砂
さ

質
しつ

土
ど

の標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，35 ％以
い

上
じょう

である。

⑵ 二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナー工
こう

法
ほう

における粘
ねん

性
せい

土
ど

の標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，30 ％以
い

上
じょう

である。

⑶ ダブルパッカー工
こう

法
ほう

における砂
さ

質
しつ

土
ど

の標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，40 ％以
い

上
じょう

である。

⑷ ダブルパッカー工
こう

法
ほう

における粘
ねん

性
せい

土
ど

と砂
さ

質
しつ

土
ど

との互
ご

層
そう

の標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

は，45％以
い

上
じょう

である。
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【No. 10】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる水
みず

ガラスに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる水
みず

ガラスは，JIS K 1408によって決
き

められているD号
ごう

水
みず

ガラスが多
おお

く使
し

用
よう

されている。

⑵ 水
みず

ガラスは，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の主
しゅ

材
ざい

のほかに，石
せっ

けん・洗
せん

剤
ざい

の添
てん

加
か

材
ざい

など非
ひ

常
じょう

に広
ひろ

い用
よう

途
と

に用
もち

いら

れている。

⑶ 水
みず

ガラスの製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

は，溶
よう

融
ゆう

工
こう

程
てい

と溶
よう

解
かい

工
こう

程
てい

のG工
こう

程
てい

から構
こう

成
せい

されている。

⑷ 水
みず

ガラスと硬
こう

化
か

材
ざい

を混
こん

合
ごう

した薬
やく

液
えき

の強
きょう

度
ど

は，ゲル化
か

時
じ

間
かん

の後
あと

も増
ぞう

加
か

していく。

【No. 11】 注
ちゅう

入
にゅう

目
もく

的
てき

に応
おう

じた注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の選
せん

定
てい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 地
ち

下
か

水
すい

で注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

が流
りゅう

出
しゅつ

希
き

釈
しゃく

されるおそれのある場
ば

合
あい

には，ゲル化
か

時
じ

間
かん

の短
みじか

い溶
よう

液
えき

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

⑵ 砂
さ

質
しつ

土
ど

を対
たい

象
しょう

として止
し

水
すい

を図
はか

る場
ば

合
あい

には，通
つう

常
じょう

，浸
しん

透
とう

性
せい

に優
すぐ

れた溶
よう

液
えき

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

す

る。

⑶ 地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

の空
くう

隙
げき

の充
じゅう

塡
てん

等
など

を目
もく

的
てき

とする場
ば

合
あい

には，通
つう

常
じょう

，ホモゲル強
きょう

度
ど

が大
おお

きい懸
けん

濁
だく

液
えき

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

⑷ 砂
さ

質
しつ

土
ど

の地
じ

盤
ばん

の全
ぜん

体
たい

的
てき

な強
きょう

化
か

を期
き

待
たい

したい場
ば

合
あい

には，ホモゲル強
きょう

度
ど

が大
おお

きい懸
けん

濁
だく

液
えき

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

【No. 12】 二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナー工
こう

法
ほう

（複
ふく

相
そう

型
がた

）の施
せ

工
こう

手
て

順
じゅん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 削
さっ

孔
こう

は，削
さっ

孔
こう

機
き

械
かい

を使
し

用
よう

して，所
しょ

定
てい

深
しん

度
ど

まで行
おこな

う。

⑵ 一
いち

次
じ

注
ちゅう

入
にゅう

は，削
さっ

孔
こう

完
かん

了
りょう

後
ご

，瞬
しゅん

結
けつ

性
せい

薬
やく

液
えき

に切
き

り替
か

え，注
ちゅう

入
にゅう

管
かん

周
しゅう

囲
い

のシール及
およ

び粗
あら

詰
づ

め注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う。

⑶ 二
に

次
じ

注
ちゅう

入
にゅう

は，一
いち

次
じ

注
ちゅう

入
にゅう

と同
おな

じステップで，緩
かん

結
けつ

性
せい

薬
やく

液
えき

による割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う。

⑷ 注
ちゅう

入
にゅう

完
かん

了
りょう

は，ステップアップしながら一
いち

次
じ

注
ちゅう

入
にゅう

，二
に

次
じ

注
ちゅう

入
にゅう

の手
て

順
じゅん

を繰
く

り返
かえ

し，所
しょ

定
てい

改
かい

良
りょう

区
く

間
かん

の注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う。
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【No. 13】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

の施
せ

工
こう

管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 薬
やく

液
えき

の配
はい

合
ごう

にあたっては，ゲル化
か

時
じ

間
かん

との関
かん

係
けい

が強
つよ

く，かつゲル化
か

時
じ

間
かん

は温
おん

度
ど

等
など

によって変
へん

化
か

するため，十
じゅう

分
ぶん

な配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

である。

⑵ 注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

の比
ひ

重
じゅう

の測
そく

定
てい

については，材
ざい

料
りょう

入
にゅう

荷
か

時
じ

に実
じっ

施
し

し，一
いっ

般
ぱん

に濃
のう

度
ど

測
そく

定
てい

も兼
か

ねている

ので，配
はい

合
ごう

混
こん

練
れん

時
じ

に実
じっ

施
し

しなくてもよい。

⑶ 計
けい

量
りょう

混
こん

合
ごう

方
ほう

法
ほう

を含
ふく

めた配
はい

合
ごう

管
かん

理
り

にあたっては，注
ちゅう

入
にゅう

プラントに配
はい

合
ごう

表
ひょう

，材
ざい

料
りょう

投
とう

入
にゅう

順
じゅん

序
じょ

や

材
ざい

料
りょう

の取
とり

扱
あつか

い上
じょう

のチェックシートを用
よう

意
い

し，管
かん

理
り

する。

⑷ ゲル化
か

時
じ

間
かん

の調
ちょう

整
せい

は，注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の種
しゅ

類
るい

によって多
た

少
しょう

の違
ちが

いがあるが，硬
こう

化
か

剤
ざい

，促
そく

進
しん

剤
ざい

等
など

の量
りょう

の調
ちょう

整
せい

で行
おこな

い，硬
こう

化
か

剤
ざい

を増
ぞう

量
りょう

した場
ば

合
あい

は，ゲル化
か

時
じ

間
かん

を短
たん

縮
しゅく

できる。

【No. 14】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

が極
きょく

端
たん

に高
たか

い場
ば

合
あい

の原
げん

因
いん

としては，注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

が速
はや

く，ゲル化
か

時
じ

間
かん

が短
みじか

すぎる等
など

の注
ちゅう

入
にゅう

仕
し

様
よう

の問
もん

題
だい

が考
かんが

えられる。

⑵ 注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

は，原
げん

則
そく

として土
ど

かぶり圧
あつ

，間
かん

隙
げき

水
すい

圧
あつ

，近
きん

接
せつ

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

等
など

の条
じょう

件
けん

によって許
きょ

容
よう

される最
さい

大
だい

圧
あつ

力
りょく

以
い

下
か

でなければならない。

⑶ 粘
ねん

性
せい

土
ど

では，割
かつ

裂
れつ

抵
てい

抗
こう

が大
おお

きく高
たか

い注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

でも浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

になる場
ば

合
あい

が多
おお

い。

⑷ 砂
さ

質
しつ

土
ど

では，ゲル化
か

時
じ

間
かん

の長
なが

い溶
よう

液
えき

型
がた

の薬
やく

液
えき

の注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

は小
ちい

さい。

【No. 15】 砂
さ

質
しつ

土
ど

地
じ

盤
ばん

で，長
なが

さ 30 m，幅
はば

30 m，深
ふか

さ 10 mの領
りょう

域
いき

を対
たい

象
しょう

として薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う

場
ば

合
あい

，砂
さ

質
しつ

土
ど

地
じ

盤
ばん

の間
かん

隙
げき

率
りつ

50 ％，薬
やく

液
えき

の塡
てん

充
じゅう

率
りつ

80 ％としたときの注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

λ（％）

と注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

Q（m3）の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

なお，重
じゅう

要
よう

度
ど

率
りつ

は，100 ％とする。

λ（％） Q（m3）

⑴ 40 3,600

⑵ 40 3,500

⑶ 50 4,500

⑷ 50 4,600
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【No. 16】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

時
じ

の施
せ

工
こう

管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはど

れか。

⑴ 二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナー工
こう

法
ほう

では，注
ちゅう

入
にゅう

の進
しん

行
こう

と共
とも

に変
へん

化
か

する圧
あつ

力
りょく

の数
すう

値
ち

を読
よ

み取
と

れないこと

も多
おお

い。

⑵ 材
ざい

料
りょう

を調
ちょう

合
ごう

する場
ば

合
あい

は，一
いっ

般
ぱん

に比
ひ

重
じゅう

の小
ちい

さいものから先
さき

に調
ちょう

合
ごう

槽
そう

に投
とう

入
にゅう

する。

⑶ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

で水
みず

ガラスや硬
こう

化
か

材
ざい

に混
こん

合
ごう

する水
みず

には，水
すい

道
どう

水
すい

を使
し

用
よう

することはできない。

⑷ p挨qチャートとは，注
ちゅう

入
にゅう

時
じ

における注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

と圧
あつ

力
りょく

の関
かん

係
けい

を連
れん

続
ぞく

的
てき

に記
き

録
ろく

したものである。

【No. 17】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

のゲル化
か

時
じ

間
かん

と注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ゲル化
か

時
じ

間
かん

と注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

は，注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の地
じ

盤
ばん

内
ない

の浸
しん

透
とう

形
けい

態
たい

，注
ちゅう

入
にゅう

効
こう

果
か

に大
おお

きく関
かん

係
けい

する。

⑵ 砂
さ

質
しつ

土
ど

に対
たい

する注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

は，遅
おそ

い方
ほう

が注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

も低
ひく

く割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

になりやすい。

⑶ Dショット方
ほう

式
しき

の注
ちゅう

入
にゅう

には，Gショット方
ほう

式
しき

よりもゲル化
か

時
じ

間
かん

の長
なが

い注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を用
もち

いる。

⑷ 粘
ねん

性
せい

土
ど

の割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

では，ゲル化
か

時
じ

間
かん

，注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

等
など

で人
じん

為
い

的
てき

に脈
みゃく

の入
はい

り方
かた

等
など

を制
せい

御
ぎょ

すること

は難
むずか

しい。

【No. 18】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の止
し

水
すい

効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

での改
かい

良
りょう

効
こう

果
か

は，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

前
まえ

の原
げん

地
じ

盤
ばん

の透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

が小
ちい

さいほど顕
けん

著
ちょ

である。

⑵ 効
こう

果
か

を確
かく

認
にん

するための現
げん

場
ば

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

は，単
たん

孔
こう

式
しき

変
へん

水
すい

位
い

法
ほう

で行
おこな

う。

⑶ 現
げん

場
ば

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

を行
おこな

う区
く

間
かん

は，改
かい

良
りょう

地
じ

盤
ばん

の上
じょう

部
ぶ

に 50 cm以
い

上
じょう

，下
か

部
ぶ

に 80 cmの改
かい

良
りょう

地
じ

盤
ばん

を確
かく

保
ほ

し，その中
ちゅう

間
かん

部
ぶ

分
ぶん

で行
おこな

う。

⑷ 現
げん

場
ば

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

を適
てき

用
よう

するに際
さい

しては，注
ちゅう

入
にゅう

仕
し

様
よう

，土
ど

質
しつ

別
べつ

，あるいは改
かい

良
りょう

地
じ

盤
ばん

の機
き

能
のう

ごとに

D箇
か

所
しょ

以
い

上
じょう

行
おこな

う必
ひつ

要
よう

がある。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.19〜 No.29 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 19】 労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

，休
きゅう

憩
けい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，原
げん

則
そく

として労
ろう

働
どう

者
しゃ

に，休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を除
のぞ

きD週
しゅう

間
かん

に 40 時
じ

間
かん

を超
こ

えて，労
ろう

働
どう

させては

ならない。

⑵ 災
さい

害
がい

その他
た

避
さ

けることのできない事
じ

由
ゆう

によって，臨
りん

時
じ

の必
ひつ

要
よう

がある場
ば

合
あい

は，使
し

用
よう

者
しゃ

は，行
ぎょう

政
せい

官
かん

庁
ちょう

の許
きょ

可
か

を受
う

けて，労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

を延
えん

長
ちょう

することができる。

⑶ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

がK時
じ

間
かん

を超
こ

える場
ば

合
あい

においては労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

の途
と

中
ちゅう

に少
すく

なくとも 45 分
ふん

の休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を，原
げん

則
そく

として，一
いっ

斉
せい

に与
あた

えなければならない。

⑷ 労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

は，事
じ

業
ぎょう

場
じょう

を異
い

にする場
ば

合
あい

においても，労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

に関
かん

する規
き

定
てい

の適
てき

用
よう

について通
つう

算
さん

する。

【No. 20】 満
まん

18才
さい

に満
み

たない者
もの

の就
しゅう

労
ろう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，

誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，毒
どく

劇
げき

薬
やく

，又
また

は爆
ばく

発
はつ

性
せい

の原
げん

料
りょう

を取
と

り扱
あつか

う業
ぎょう

務
む

に就
つ

かせてはならない。

⑵ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，その年
ねん

齢
れい

を証
しょう

明
めい

する後
こう

見
けん

人
にん

の証
しょう

明
めい

書
しょ

を事
じ

業
ぎょう

場
じょう

に備
そな

え付
つ

けなければならない。

⑶ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，動
どう

力
りょく

によるクレーンの運
うん

転
てん

をさせてはならない。

⑷ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，坑
こう

内
ない

で労
ろう

働
どう

させてはならない。

【No. 21】 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

の選
せん

任
にん

を必
ひつ

要
よう

としない作
さ

業
ぎょう

は，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

の切
き

りばり又
また

は腹
はら

起
お

こしの取
とり

付
つ

け又
また

は取
と

り外
はず

しの作
さ

業
ぎょう

⑵ 高
たか

さがLm以
い

上
じょう

のコンクリート造
ぞう

の工
こう

作
さく

物
ぶつ

の解
かい

体
たい

又
また

は破
は

壊
かい

の作
さ

業
ぎょう

⑶ 既
き

製
せい

コンクリート杭
ぐい

の杭
くい

打
う

ちの作
さ

業
ぎょう

⑷ 掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さがGm以
い

上
じょう

となる地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

の作
さ

業
ぎょう
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【No. 22】 主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

及
およ

び監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の職
しょく

務
む

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

上
じょう

，

正
ただ

しいものはどれか。

⑴ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の下
した

請
うけ

契
けい

約
やく

書
しょ

の作
さく

成
せい

を行
おこな

わなければならない。

⑵ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の下
した

請
うけ

代
だい

金
きん

の支
し

払
はら

いを行
おこな

わなければならない。

⑶ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の資
し

機
き

材
ざい

の調
ちょう

達
たつ

を行
おこな

わなければならない。

⑷ 当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

を行
おこな

わなければならない。

【No. 23】 車
しゃ

両
りょう

の最
さい

高
こう

限
げん

度
ど

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，車
しゃ

両
りょう

制
せい

限
げん

令
れい

上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

ただし，道
どう

路
ろ

管
かん

理
り

者
しゃ

が道
どう

路
ろ

の構
こう

造
ぞう

の保
ほ

全
ぜん

及
およ

び交
こう

通
つう

の危
き

険
けん

の防
ぼう

止
し

上
じょう

支
し

障
しょう

がないと認
みと

めて

指
し

定
てい

した道
どう

路
ろ

を通
つう

行
こう

する車
しゃ

両
りょう

を除
のぞ

く。

⑴ 車
しゃ

両
りょう

の幅
はば

は，2.5 mである。

⑵ 車
しゃ

両
りょう

の輪
りん

荷
か

重
じゅう

は，10 tである。

⑶ 車
しゃ

両
りょう

の高
たか

さは，4.5 mである。

⑷ 車
しゃ

両
りょう

の長
なが

さは，14 mである。

【No. 24】 河
か

川
せん

法
ほう

上
じょう

，河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

において，河
か

川
せん

管
かん

理
り

者
しゃ

の許
きょ

可
か

を必
ひつ

要
よう

としないものは次
つぎ

のうちど

れか。

⑴ 河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

に設
せっ

置
ち

されているトイレの撤
てっ

去
きょ

⑵ 河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

の上
じょう

空
くう

を横
おう

断
だん

する送
そう

電
でん

線
せん

の改
かい

築
ちく

⑶ 河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

の土
と

地
ち

を利
り

用
よう

した鉄
てつ

道
どう

橋
きょう

工
こう

事
じ

の資
し

材
ざい

置
おき

場
ば

の設
せっ

置
ち

⑷ 取
しゅ

水
すい

施
し

設
せつ

の機
き

能
のう

維
い

持
じ

のために行
おこな

う取
しゅ

水
すい

口
こう

付
ふ

近
きん

に堆
たい

積
せき

した土
ど

砂
しゃ

の排
はい

除
じょ

【No. 25】 敷
しき

地
ち

面
めん

積
せき

1000 m2の土
と

地
ち

に，建
けん

築
ちく

面
めん

積
せき

500 m2のG階
かい

建
だ

ての倉
そう

庫
こ

を建
けん

築
ちく

しようとする場
ば

合
あい

，建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，建
けん

ぺい率
りつ

（％）として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 50

⑵ 100

⑶ 150

⑷ 200
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【No. 26】 火
か

薬
やく

類
るい

の取
とり

扱
あつか

いに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，火
か

薬
やく

類
るい

取
とり

締
しまり

法
ほう

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 火
か

工
こう

所
じょ

に火
か

薬
やく

類
るい

を存
ぞん

置
ち

する場
ば

合
あい

には，見
み

張
はり

人
にん

を原
げん

則
そく

として常
じょう

時
じ

配
はい

置
ち

すること。

⑵ 火
か

工
こう

所
じょ

として建
たて

物
もの

を設
もう

ける場
ば

合
あい

には，適
てき

当
とう

な換
かん

気
き

の措
そ

置
ち

を講
こう

じ，床
ゆか

面
めん

は鉄
てつ

類
るい

で覆
おお

い，安
あん

全
ぜん

に作
さ

業
ぎょう

ができるような措
そ

置
ち

を講
こう

ずること。

⑶ 火
か

工
こう

所
じょ

の周
しゅう

囲
い

には，適
てき

当
とう

な柵
さく

を設
もう

け，�火
か

気
き

厳
げん

禁
きん

�等
とう

と書
か

いた警
けい

戒
かい

札
ふだ

を掲
けい

示
じ

すること。

⑷ 火
か

工
こう

所
じょ

は，通
つう

路
ろ

，通
つう

路
ろ

となる坑
こう

道
どう

，動
どう

力
りょく

線
せん

，火
か

薬
やく

類
るい

取
とり

扱
あつかい

所
じょ

，他
た

の火
か

工
こう

所
じょ

，火
か

薬
やく

庫
こ

，火
か

気
き

を

取
と

り扱
あつか

う場
ば

所
しょ

，人
ひと

の出
で

入
い

りする建
たて

物
もの

等
とう

に対
たい

し安
あん

全
ぜん

で，かつ，湿
しっ

気
け

の少
すく

ない場
ば

所
しょ

に設
もう

けること。

【No. 27】 騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

上
じょう

，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の規
き

格
かく

等
など

にかかわらず特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の対
たい

象
しょう

とならない作
さ

業
ぎょう

は，次
つぎ

のうちどれか。

ただし，当
とう

該
がい

作
さ

業
ぎょう

がその作
さ

業
ぎょう

を開
かい

始
し

した日
ひ

に終
お

わるものを除
のぞ

く。

⑴ さく岩
がん

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑵ 圧
あつ

入
にゅう

式
しき

杭
くい

打
うち

杭
くい

抜
ぬき

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑶ バックホゥを使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑷ ブルドーザを使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

【No. 28】 振
しん

動
どう

規
き

制
せい

法
ほう

上
じょう

，特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の規
き

制
せい

基
き

準
じゅん

に関
かん

する測
そく

定
てい

位
い

置
ち

として，次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち

正
ただ

しいものはどれか。

⑴ 特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の敷
しき

地
ち

内
ない

の振
しん

動
どう

発
はっ

生
せい

源
げん

⑵ 特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の敷
しき

地
ち

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

点
てん

⑶ 特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の敷
しき

地
ち

の境
きょう

界
かい

線
せん

⑷ 特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

の敷
しき

地
ち

に最
もっと

も近
きん

接
せつ

した家
か

屋
おく

内
ない
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【No. 29】 港
こう

則
そく

法
ほう

上
じょう

，特
とく

定
てい

港
こう

内
ない

の船
せん

舶
ぱく

の航
こう

路
ろ

及
およ

び航
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているもの

はどれか。

⑴ 汽
き

艇
てい

等
とう

以
い

外
がい

の船
せん

舶
ぱく

は，特
とく

定
てい

港
こう

に出
で

入
いり

し，又
また

は特
とく

定
てい

港
こう

を通
つう

過
か

するには，国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

令
れい

で定
さだ

める

航
こう

路
ろ

によらなければならない。

⑵ 船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

においては，原
げん

則
そく

として投
とう

びょうし，又
また

はえい航
こう

している船
せん

舶
ぱく

を放
はな

してはなら

ない。

⑶ 船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

において，他
た

の船
せん

舶
ぱく

と行
い

き会
あ

うときは，左
ひだり

側
がわ

を航
こう

行
こう

しなければならない。

⑷ 航
こう

路
ろ

から航
こう

路
ろ

外
がい

に出
で

ようとする船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

を航
こう

行
こう

する他
た

の船
せん

舶
ぱく

の進
しん

路
ろ

を避
さ

けなければならない。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.30〜 No.47 までの 1 8 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 30】 公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

で発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

が示
しめ

す設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に該
がい

当
とう

しないものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 現
げん

場
ば

説
せつ

明
めい

書
しょ

⑵ 現
げん

場
ば

説
せつ

明
めい

に対
たい

する質
しつ

問
もん

回
かい

答
とう

書
しょ

⑶ 設
せっ

計
けい

図
ず

面
めん

⑷ 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

書
しょ

【No. 31】 下
か

図
ず

は橋
はし

の一
いっ

般
ぱん

的
てき

な構
こう

造
ぞう

を示
しめ

したものであるが，O〜Pの橋
はし

の長
なが

さを表
あらわ

す名
めい

称
しょう

に関
かん

す

る組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

O Q R P

⑴ 橋
きょう

長
ちょう

桁
けた

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう

支
し

間
かん

長
ちょう

⑵ 桁
けた

長
ちょう

橋
きょう

長
ちょう

支
し

間
かん

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう

⑶ 桁
けた

長
ちょう

橋
きょう

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう

支
し

間
かん

長
ちょう

⑷ 橋
きょう

長
ちょう

桁
けた

長
ちょう

支
し

間
かん

長
ちょう

径
けい

間
かん

長
ちょう
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【No. 32】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の用
よう

途
と

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ ブルドーザは，土
ど

工
こう

板
ばん

を取
と

り付
つ

けた機
き

械
かい

で，土
ど

砂
しゃ

の掘
くっ

削
さく

・運
うん

搬
ぱん

（押
おし

土
ど

），積
つみ

込
こ

み等
など

に用
もち

いられ

る。

⑵ ランマは，振
しん

動
どう

や打
だ

撃
げき

を与
あた

えて，路
ろ

肩
かた

や狭
せま

い場
ば

所
しょ

等
など

の締
しめ

固
かた

めに使
し

用
よう

される。

⑶ モーターグレーダは，路
ろ

面
めん

の精
せい

密
みつ

な仕
し

上
あ

げに適
てき

しており，砂
じゃ

利
り

道
みち

の補
ほ

修
しゅう

，土
つち

の敷
しき

均
なら

し等
など

に用
もち

いられる。

⑷ タイヤローラは，接
せっ

地
ち

圧
あつ

の調
ちょう

整
せい

や自
じ

重
じゅう

を加
か

減
げん

することができ，路
ろ

盤
ばん

等
など

の締
しめ

固
かた

めに使
し

用
よう

される。

【No. 33】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

が周
しゅう

辺
へん

環
かん

境
きょう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないための施
せ

工
こう

管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 注
ちゅう

入
にゅう

薬
やく

液
えき

が地
ち

下
か

水
すい

を汚
お

染
せん

することがないように，地
ち

下
か

水
すい

等
など

の監
かん

視
し

が�薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

による

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に関
かん

する暫
ざん

定
てい

指
し

針
しん

（昭
しょう

和
わ

49年
ねん

建
けん

設
せつ

省
しょう

）�によって義
ぎ

務
む

付
づ

けられている。

⑵ 公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

の近
きん

傍
ぼう

で薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う時
とき

は，必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

の水
すい

質
しつ

を検
けん

査
さ

する。

⑶ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

は地
ち

中
ちゅう

で行
おこな

われるものであるが，配
はい

管
かん

等
など

から薬
やく

液
えき

が飛
ひ

散
さん

して，直
ちょく

接
せつ

樹
じゅ

木
もく

に降
ふ

りか

かる影
えい

響
きょう

を防
ふせ

ぐ必
ひつ

要
よう

がある。

⑷ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いる薬
やく

液
えき

等
など

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

の中
なか

で，魚
ぎょ

介
かい

類
るい

に影
えい

響
きょう

を与
あた

える可
か

能
のう

性
せい

が大
おお

きいのは水
みず

ガラスである。

【No. 34】 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

作
さく

成
せい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

計
けい

画
かく

は，公
こう

害
がい

問
もん

題
だい

，交
こう

通
つう

問
もん

題
だい

，近
きん

隣
りん

環
かん

境
きょう

への影
えい

響
きょう

等
など

に対
たい

し，十
じゅう

分
ぶん

な対
たい

策
さく

を立
た

てる

ことが主
おも

な内
ない

容
よう

である。

⑵ 調
ちょう

達
たつ

計
けい

画
かく

は，労
ろう

務
む

計
けい

画
かく

，資
し

材
ざい

計
けい

画
かく

，機
き

械
かい

計
けい

画
かく

を立
た

てることが主
おも

な内
ない

容
よう

である。

⑶ 品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

計
けい

画
かく

は，要
よう

求
きゅう

する品
ひん

質
しつ

を満
まん

足
ぞく

させるために設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

に基
もと

づく規
き

格
かく

値
ち

内
ない

に収
おさ

まるよう

計
けい

画
かく

することが主
おも

な内
ない

容
よう

である。

⑷ 仮
かり

設
せつ

備
び

計
けい

画
かく

は，仮
かり

設
せつ

備
び

の設
せっ

計
けい

や配
はい

置
ち

計
けい

画
かく

，安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

計
けい

画
かく

を立
た

てることが主
おも

な内
ない

容
よう

である。
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【No. 35】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

によって埋
まい

設
せつ

物
ぶつ

や構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

が受
う

ける変
へん

状
じょう

の防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

が生
しょう

じないように，低
ひく

い注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

で浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

が行
おこな

える注
ちゅう

入
にゅう

方
ほう

式
しき

と注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

⑵ 注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

の配
はい

置
ち

を密
みつ

にして，孔
あな

一
いっ

本
ぽん

当
あ

たりの注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

を少
すく

なくする。

⑶ 埋
まい

設
せつ

物
ぶつ

や既
き

設
せつ

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

に近
きん

接
せつ

して注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

は，原
げん

則
そく

として構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

の遠
えん

方
ぽう

から注
ちゅう

入
にゅう

を開
かい

始
し

する。

⑷ 周
しゅう

辺
へん

地
じ

盤
ばん

や構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

等
など

の監
かん

視
し

を十
じゅう

分
ぶん

に行
おこな

い，注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

の上
じょう

昇
しょう

に注
ちゅう

意
い

し低
ひく

い注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

で施
せ

工
こう

する。

【No. 36】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

の地
ち

下
か

水
すい

等
など

の水
すい

質
しつ

の監
かん

視
し

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 地
ち

下
か

水
すい

の採
さい

水
すい

回
かい

数
すう

は，工
こう

事
じ

中
ちゅう

は毎
まい

日
にち

D回
かい

以
い

上
じょう

，工
こう

事
じ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

G週
しゅう

間
かん

を経
けい

過
か

するまでは毎
まい

日
にち

D

回
かい

以
い

上
じょう

，工
こう

事
じ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

G週
しゅう

間
かん

経
けい

過
か

後
ご

半
はん

年
とし

を経
けい

過
か

するまでは月
つき

G回
かい

以
い

上
じょう

である。

⑵ 地
ち

下
か

水
すい

の採
さい

水
すい

地
ち

点
てん

は，注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

及
およ

びその周
しゅう

辺
へん

の地
ち

域
いき

の地
ち

形
けい

及
およ

び地
じ

盤
ばん

の状
じょう

況
きょう

，地
ち

下
か

水
すい

の流
りゅう

向
こう

等
など

に応
おう

じて選
せん

定
てい

し，注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

から概
おおむ

ね 10m以
い

内
ない

にD箇
か

所
しょ

の採
さい

水
すい

地
ち

点
てん

を設
もう

けなければならない。

⑶ 水
みず

ガラス系
けい

の有
ゆう

機
き

物
ぶつ

を含
ふく

まない薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

では，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

からの湧
ゆう

水
すい

等
など

の排
はい

出
しゅつ

水
すい

を公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

へ排
はい

出
しゅつ

するときの，水
すい

素
そ

イオン濃
のう

度
ど

は，pH値
ち

8.6 以
い

下
か

である。

⑷ 水
みず

ガラス系
けい

の有
ゆう

機
き

物
ぶつ

を含
ふく

む薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

では，地
ち

下
か

水
すい

の過
か

マンガン酸
さん

カリウム消
しょう

費
ひ

量
りょう

は 10 ppm

以
い

下
か

でなければならない。

【No. 37】 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が労
ろう

働
どう

者
しゃ

に保
ほ

護
ご

帽
ぼう

の着
ちゃく

用
よう

をさせなければならない作
さ

業
ぎょう

に

該
がい

当
とう

しないものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 物
ぶっ

体
たい

の飛
ひ

来
らい

又
また

は落
らっ

下
か

の危
き

険
けん

のある採
さい

石
せき

作
さ

業
ぎょう

⑵ 最
さい

大
だい

積
せき

載
さい

量
りょう

がLtの貨
か

物
もつ

自
じ

動
どう

車
しゃ

の荷
に

の積
つ

み卸
おろ

しの作
さ

業
ぎょう

⑶ ジャッキ式
しき

つり上
あ

げ機
き

械
かい

を用
もち

いた荷
に

のつり上
あ

げ，つり下
さ

げの作
さ

業
ぎょう

⑷ 橋
きょう

梁
りょう

支
し

間
かん

20 mのコンクリート橋
きょう

の架
か

設
せつ

作
さ

業
ぎょう
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【No. 38】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における騒
そう

音
おん

や振
しん

動
どう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 掘
くっ

削
さく

，積
つみ

込
こ

み作
さ

業
ぎょう

にあたっては，低
てい

騒
そう

音
おん

型
がた

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の使
し

用
よう

を原
げん

則
そく

とする。

⑵ アスファルトフィニッシャでの舗
ほ

装
そう

工
こう

事
じ

で，特
とく

に静
しず

かな工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

が要
よう

求
きゅう

される場
ば

合
あい

，バイブ

レータ式
しき

よりタンパ式
しき

の採
さい

用
よう

が望
のぞ

ましい。

⑶ 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の土
ど

工
こう

板
ばん

やバケット等
など

は，できるだけ土
つち

のふるい落
お

としの操
そう

作
さ

を避
さ

ける。

⑷ 履
り

帯
たい

式
しき

の土
ど

工
こう

機
き

械
かい

では，走
そう

行
こう

速
そく

度
ど

が速
はや

くなると騒
そう

音
おん

振
しん

動
どう

も大
おお

きくなるので，不
ふ

必
ひつ

要
よう

な高
こう

速
そく

走
そう

行
こう

は避
さ

ける。

【No. 39】 �建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

に係
かか

る資
し

材
ざい

の再
さい

資
し

源
げん

化
か

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

�（建
けん

設
せつ

リサイクル法
ほう

）に定
さだ

められて

いる特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

に該
がい

当
とう

するものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ ガラス類
るい

⑵ 廃
はい

プラスチック

⑶ アスファルト・コンクリート

⑷ 土
ど

砂
しゃ

【No. 40】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の走
そう

行
こう

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の走
そう

行
こう

に必
ひつ

要
よう

なコーン指
し

数
すう

は， O より Q の方
ほう

が大
おお

きく， O より

R の方
ほう

が小
ちい

さい。

・ P では，建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の走
そう

行
こう

に伴
ともな

うこね返
かえ

しにより土
つち

の強
きょう

度
ど

が低
てい

下
か

し，走
そう

行
こう

不
ふ

可
か

能
のう

になるこ

ともある。

O Q R P

⑴ 普
ふ

通
つう

ブルドーザ ダンプトラック 湿
しっ

地
ち

ブルドーザ 粘
ねん

性
せい

土
ど

⑵ ダンプトラック 普
ふ

通
つう

ブルドーザ 湿
しっ

地
ち

ブルドーザ 砂
さ

質
しつ

土
ど

⑶ ダンプトラック 湿
しっ

地
ち

ブルドーザ 普
ふ

通
つう

ブルドーザ 粘
ねん

性
せい

土
ど

⑷ 湿
しっ

地
ち

ブルドーザ ダンプトラック 普
ふ

通
つう

ブルドーザ 砂
さ

質
しつ

土
ど
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【No. 41】 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

に 関
かん

す る 下
か

記
き

の ① 〜 ④ の U つ の 記
き

述
じゅつ

の う ち，

適
てき

当
とう

なもののみを全
すべ

てあげている組
くみ

合
あわ

せは次
つぎ

のうちどれか。

① 計
けい

画
かく

工
こう

程
てい

と実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

に差
さ

が生
しょう

じた場
ば

合
あい

には，その原
げん

因
いん

を追
つい

及
きゅう

して改
かい

善
ぜん

する。

② 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

では，計
けい

画
かく

工
こう

程
てい

が実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

よりも，やや上
うわ

回
まわ

る程
てい

度
ど

に進
しん

行
こう

管
かん

理
り

を実
じっ

施
し

する。

③ 常
つね

に工
こう

程
てい

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

を全
ぜん

作
さ

業
ぎょう

員
いん

に周
しゅう

知
ち

徹
てっ

底
てい

させ，作
さ

業
ぎょう

能
のう

率
りつ

を高
たか

めるように努
ど

力
りょく

する。

④ 工
こう

程
てい

表
ひょう

は，工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

順
じゅん

序
じょ

と所
しょ

要
よう

の日
にっ

数
すう

等
など

をわかりやすく図
ず

表
ひょう

化
か

したものである。

⑴ ①②

⑵ ②③

⑶ ①②③

⑷ ①③④
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【No. 42】 下
か

図
ず

のネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

について記
き

載
さい

している下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜

Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれか。

ただし，図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

の A〜Gは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

，数
すう

字
じ

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

②

⑤③ ⑥①⓪
Ａ

4日
にち

Ｃ

3日
にち

Ｅ

4日
にち

Ｂ

6日
にち

Ｆ

6日
にち

Ｇ

6日
にち

Ｄ

3日
にち

④

・ O 及
およ

び Q は，クリティカルパス上
じょう

の作
さ

業
ぎょう

である。

・作
さ

業
ぎょう

Dが R 遅
ち

延
えん

しても，全
ぜん

体
たい

の工
こう

期
き

に影
えい

響
きょう

はない。

・この工
こう

程
てい

全
ぜん

体
たい

の工
こう

期
き

は， P である。

O Q R P

⑴ 作
さ

業
ぎょう

B 作
さ

業
ぎょう

F W日
にち

22日
にち

間
かん

⑵ 作
さ

業
ぎょう

C 作
さ

業
ぎょう

E U日
にち

20日
にち

間
かん

⑶ 作
さ

業
ぎょう

C 作
さ

業
ぎょう

E W日
にち

20日
にち

間
かん

⑷ 作
さ

業
ぎょう

B 作
さ

業
ぎょう

F U日
にち

22日
にち

間
かん
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【No. 43】 足
あし

場
ば

の安
あん

全
ぜん

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せと

して，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれか。

・高
たか

さGm以
い

上
じょう

の足
あし

場
ば

（一
ひと

側
かわ

足
あし

場
ば

及
およ

びわく組
ぐみ

足
あし

場
ば

を除
のぞ

く）の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

には，墜
つい

落
らく

や転
てん

落
らく

を防
ぼう

止
し

する

ため，手
て

すりと O を設
せっ

置
ち

する。

・高
たか

さGm以
い

上
じょう

の足
あし

場
ば

（一
ひと

側
かわ

足
あし

場
ば

及
およ

びつり足
あし

場
ば

を除
のぞ

く）の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の幅
はば

は 40 cm以
い

上
じょう

とし，物
ぶっ

体
たい

の落
らっ

下
か

を防
ふせ

ぐ Q を設
せっ

置
ち

する。

・高
たか

さGm以
い

上
じょう

の足
あし

場
ば

（一
ひと

側
かわ

足
あし

場
ば

及
およ

びつり足
あし

場
ば

を除
のぞ

く）の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

における床
ゆか

材
ざい

間
かん

の R

は，Wcm以
い

下
か

とする。

・高
たか

さLm以
い

上
じょう

の足
あし

場
ば

の組
くみ

立
た

て，解
かい

体
たい

等
とう

の作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

は， P が指
し

揮
き

を行
おこな

う。

O Q R P

⑴ 中
なか

さん 幅
はば

木
き

隙
すき

間
ま

足
あし

場
ば

の組
くみ

立
た

て等
とう

作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

⑵ 幅
はば

木
き

中
なか

さん 段
だん

差
さ

監
かん

視
し

人
にん

⑶ 中
なか

さん 幅
はば

木
き

段
だん

差
さ

足
あし

場
ば

の組
くみ

立
た

て等
とう

作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

⑷ 幅
はば

木
き

中
なか

さん 隙
すき

間
ま

監
かん

視
し

人
にん

【No. 44】 管
かん

理
り

図
ず

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・管
かん

理
り

図
ず

は，いくつかある品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

の手
しゅ

法
ほう

の中
なか

で，応
おう

用
よう

範
はん

囲
い

が O 便
べん

利
り

で，最
もっと

も多
おお

く活
かつ

用
よう

さ

れている。

・一
いっ

般
ぱん

に，上
じょう

下
げ

の管
かん

理
り

限
げん

界
かい

の線
せん

は，統
とう

計
けい

量
りょう

の標
ひょう

準
じゅん

偏
へん

差
さ

の Q 倍
ばい

の幅
はば

に記
き

入
にゅう

している。

・不
ふ

良
りょう

品
ひん

の個
こ

数
すう

や事
じ

故
こ

の回
かい

数
すう

など個
こ

数
すう

で数
かぞ

えられるデータは， R と呼
よ

ばれている。

・管
かん

理
り

限
げん

界
かい

内
ない

にあっても，測
そく

定
てい

値
ち

が P 上
じょう

下
げ

するときは工
こう

程
てい

に異
い

常
じょう

があると考
かんが

える。

O Q R P

⑴ 広
ひろ

く 10 計
けい

数
すう

値
ち

D度
ど

でも

⑵ 狭
せま

く  3 計
けい

量
りょう

値
ち

D度
ど

でも

⑶ 狭
せま

く 10 計
けい

量
りょう

値
ち

周
しゅう

期
き

的
てき

に

⑷ 広
ひろ

く  3 計
けい

数
すう

値
ち

周
しゅう

期
き

的
てき

に
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【No. 45】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

における注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

と注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

による管
かん

理
り

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の

のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

は，土
ど

粒
りゅう

子
し

の間
かん

隙
げき

に薬
やく

液
えき

が浸
しん

透
とう

するための抵
てい

抗
こう

値
ち

で，注
ちゅう

入
にゅう

する側
がわ

がその数
すう

値
ち

を任
にん

意
い

に決
き

めることが O 。

・注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

や薬
やく

液
えき

の浸
しん

透
とう

性
せい

は，注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

にも大
おお

きく影
えい

響
きょう

され，注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

を大
おお

きく設
せっ

定
てい

すると

浸
しん

透
とう

性
せい

は， Q なる。

・地
じ

盤
ばん

隆
りゅう

起
き

を極
きょく

力
りょく

小
ちい

さく抑
おさ

えるためには，割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

が生
しょう

じないように， R 注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

で浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

が行
おこな

える注
ちゅう

入
にゅう

方
ほう

式
しき

と注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

・ダブルパッカー工
こう

法
ほう

は，注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

が二
に

重
じゅう

管
かん

ストレーナー工
こう

法
ほう

より遅
おそ

いこと等
など

により注
ちゅう

入
にゅう

効
こう

果
か

が高
たか

く，既
き

設
せつ

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

への注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

の影
えい

響
きょう

が非
ひ

常
じょう

に P 。

O Q R P

⑴ 出
で

来
き

ない 悪
わる

く 遅
おそ

い 小
ちい

さい

⑵ 出
で

来
き

る 良
よ

く 速
はや

い 小
ちい

さい

⑶ 出
で

来
き

ない 悪
わる

く 遅
おそ

い 大
おお

きい

⑷ 出
で

来
き

る 良
よ

く 速
はや

い 大
おお

きい
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【No. 46】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

におけるプラントでの注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

の品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の

のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

又
また

は数
すう

値
ち

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうち

どれか。

・注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

納
のう

入
にゅう

時
じ

に材
ざい

料
りょう

の風
ふう

袋
たい

等
など

から O の問
もん

題
だい

がないことを確
かく

認
にん

の上
うえ

，雨
あめ

等
など

の水
みず

に濡
ぬ

れないところに保
ほ

管
かん

する。

・硬
こう

化
か

材
ざい

については注
ちゅう

入
にゅう

に先
さき

立
だ

ち，製
せい

造
ぞう

メーカーから品
ひん

質
しつ

証
しょう

明
めい

と Q が含
ふく

まれていないこ

とを証
しょう

明
めい

する分
ぶん

析
せき

結
けっ

果
か

証
しょう

明
めい

書
しょ

が提
てい

出
しゅつ

される。

・主
しゅ

材
ざい

である水
みず

ガラスについては， R ケ月
げつ

ごとに新
あら

たな証
しょう

明
めい

書
しょ

が提
てい

出
しゅつ

されることになって

いるため，その書
しょ

類
るい

で品
ひん

質
しつ

を確
かく

認
にん

する。

・材
ざい

料
りょう

のゲル化
か

時
じ

間
かん

の確
かく

認
にん

方
ほう

法
ほう

は，一
いっ

般
ぱん

に P が用
もち

いられるが，ゲル化
か

時
じ

間
かん

が非
ひ

常
じょう

に長
なが

い

ものについては調
ちょう

合
ごう

後
ご

ビニール袋
ぶくろ

等
など

を利
り

用
よう

して求
もと

める方
ほう

法
ほう

もある。

O Q R P

⑴ 風
ふう

化
か

有
ゆう

機
き

物
ぶつ

D カップ倒
とう

立
りつ

法
ほう

⑵ 風
ふう

化
か

重
じゅう

金
きん

属
ぞく

D カップ倒
とう

立
りつ

法
ほう

⑶ 腐
ふ

食
しょく

有
ゆう

機
き

物
ぶつ

W 置
ち

換
かん

法
ほう

⑷ 腐
ふ

食
しょく

重
じゅう

金
きん

属
ぞく

W 置
ち

換
かん

法
ほう

【No. 47】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

における改
かい

良
りょう

効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜

Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

は，改
かい

良
りょう

されたマスにおける O の透
とう

水
すい

性
せい

や強
きょう

度
ど

を確
かく

認
にん

して，

その値
あたい

から改
かい

良
りょう

したマスにおける Q の改
かい

良
りょう

度
ど

を類
るい

推
すい

するのが通
つう

常
じょう

のパターンである。

・改
かい

良
りょう

効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

を行
おこな

う上
うえ

で，各
かく

種
しゅ

の試
し

験
けん

で得
え

られた数
すう

値
ち

の R と，そのばらつきの両
りょう

者
しゃ

について検
けん

討
とう

する必
ひつ

要
よう

がある。

・ P 系
けい

薬
やく

液
えき

の場
ば

合
あい

には，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

った箇
か

所
しょ

を掘
くっ

削
さく

して，試
し

薬
やく

（フェノールフタレイ

ン）を散
さん

布
ぷ

して色
いろ

の変
へん

化
か

から薬
やく

液
えき

が浸
しん

透
とう

していることを確
かく

認
にん

することができる。

O Q R P

⑴ 任
にん

意
い

の箇
か

所
しょ

全
ぜん

体
たい

絶
ぜっ

対
たい

値
ち

酸
さん

性
せい

⑵ 任
にん

意
い

の箇
か

所
しょ

全
ぜん

体
たい

絶
ぜっ

対
たい

値
ち

アルカリ

⑶ 全
ぜん

体
たい

任
にん

意
い

の箇
か

所
しょ

最
さい

大
だい

値
ち

アルカリ

⑷ 全
ぜん

体
たい

任
にん

意
い

の箇
か

所
しょ

最
さい

大
だい

値
ち

酸
さん

性
せい
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